
令和7年 4月 １１日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動の様子の写真

活動場所 大同青果（トマト選果場） ①

実施日程 令和６年４月１日～令和７年３月３１日

（次年度継続）

実施した生産活動・施設外就労の概要

トマトの選別、箱詰め、箱作り等

利用者数　等 ４～６名程度

＜目的＞

②

＜成果＞

活動内容の追加コメント

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 就労継続支援A型事業所　翔 事業所番号 4310102787

住　所 熊本市西区野中１丁目４－１ 管理者名 奥野　靖夫

担当者名 藤本将史

電話番号 ０９６－３５３－７７００ 対象年度 令和６年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

地域連携活動のねらい：地域の職員と活動を共にすることに

より、地域の方の障がいの理解、偏見をなくす事ができると

考えている。

地域にとってのメリット：同じ地域での活動をすることによ

り、地域の活性化が生まれると共に、高齢化する職場環境の

人手不足の解消が見込まれる

対象者にとってのメリット：企業で共に活動することによ

り、社会人としてのマナーを身に付けることが出来、コミュ

ニケーションの大切さを学ぶことが出来る。

実施した結果：安定した作業を確保することが出来、売り上

げを向上することが出来た。

得られた成果：企業での作業をすることにより、利用者さん

のスキルアップ、作業能力を上げることが出来た。

課題点：作業能力は向上しているが、まだ細かな選別作業や

箱作りのスピードアップにはかけている部分があるので、次

年度は向上していけるように支援を行っていきたい。

①選果後の箱詰め作業風景

②箱作り作業風景

連携先企業名 熊本大同ホールディングス㈱青果センター

今年度も連携することで安心して作業をお任せすることができました。作業量が多い日もあり、

大変だったと思いますが一生懸命取り組んでいただき大変感謝しております。

スタッフの皆さんの出勤時の元気な挨拶や退勤時の挨拶が素晴らしく、見習うべきところが沢山ありました。

連携していただくために立ち上げた事業ですので、今後も作業を支援していただくことを望んでおります。

問題点やご要望がありましたら遠慮なく、ご相談いただければと思っております。

別紙３


